
⽇時:2018年2⽉16⽇ 14:00-16:00

第1部 「ビッグデータを活⽤して不動産市場のバブル度を測る」

⾦

先着100名
予約・お問い合わせ

第1回

近年公衆ネットワークの普及、スマートフォンなどのデバイスを介して個⼈・個⼈のWebとの関わりがより⼀層ソー
シャル化しました。 実空間での様々な⼈々の⾃発的な情報⾏動などの詳細はデジタルに記録・蓄積されるようになりこ
のような⼤規模社会データを情報技術によって分析・モデル化する学問が進んでいます。

このような⼈間⾏動や社会現象を定量的に理解しようとする学問が「計算社会科学」 (Computational Social Science)
と⾔います。本セミナーでは、国内外での計算社会科学の普及・発展を⽬指し、政治学、物理学、経済学、数学、社会学、
情報学などの様々な分野の研究者により活発に情報共有・議論を⾏う場を提供することを⽬的とします。

MAIL:kawahata@si.gunma-u.ac.jp
TEL: 027-220-7403

主催: 計算社会科学研究室
共催:群⾺⼤学 社会情報学部

群⾺⼤学 教育研究センター

場所: 群⾺⼤学 荒牧キャンパス (社会情報学部棟:101講義室)
群⾺県前橋市荒牧町４­２

14:00〜15:10
⼤⻄⽴顕 (東京⼤学 ⼤学院情報理⼯学系研究科 ソーシャルICT研究センター 社会システム情報学講座 准教授)

第2部 「携帯電話位置情報データによる社会の速度分布の解析」

概要：
スーパーコンピュータを⽤いて1986〜2015年の⾸都圏の中古マンション売買に関する約100万件の物件別取引デー

タを分析した．
まず，価格がどのような物件属性から決定されるかを調べた結果，専有⾯積が広くなるほど価格は指数関数的に⾼く
なるという法則があり，専有⾯積が50平⽶増える毎に価格が２倍になることが分かった．
これに基づいて⾯積の違いを調整した価格を導⼊した．
導⼊した価格の分布（ゆらぎ）を調べた結果，平常時には正規分布（正常ゆらぎ）に従うが，バブルといわれる1986
〜1997年には正規分布から乖離し，裾の⻑いベキ分布に従うことを発⾒した．
これは価格のばらつきをゆらぎとして分析することでバブルの有無の判定が可能になることを⽰している．
この性質を⽤いることで，平常時は⾸都圏全体が⼀つの⼤きな同⼀需給圏を形成し，⾸都圏全体が⼀物⼀価の正常な
状態になっているが，バブル時は投資家が近視眼的になり関⼼を持つ地域の範囲が極端に狭くなるため，地域毎に異
なる同⼀需給圏が形成されてしまい，⾸都圏全体が複数の同⼀需給圏で構成されることが分かった．
ビッグデータ時代になり，データに基づく実証的な分析がますます重要になってきている．
このような実証科学の視点からの研究をさらに進めていくことで，複雑な社会・経済現象の理解が進展するものと期
待される．

平成29年度 卓越研究員助成事業

先着70名
お問い合わせ

TEL: 027-220-7403 （群⾺⼤学 社会情報学部総務係)
Mail: Kawahata@si.gunma-u.ac.jp
（群⾺⼤学 社会情報学部 計算社会科学研究室）

主催:群⾺⼤学 社会情報学部 計算社会科学研究室 共催:群⾺⼤学 社会情報学部附属社会情報学教育・研究センター

計算社会科学とその周辺セミナーWEB


